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Neuralgic amyotrophy は，整形外科外来をしていても，とき

どき頸椎症性神経根症として紹介されてくることがある．以前

から，不思議な病気だと興味があったものの，そのまま神経内

科に詳細な診断や治療をお願いするというのが常であった．今

回特集を読ませていただいて，神経内科医の中でもまだまだ疾

患の概念や捉え方が定まっていないことがわかり，さらに興味

をそそられた．確かに，本誌の編集委員会において今回の特集

について話し合ったとき，委員の間でも必ずしもコンセンサス

があるわけではなく，議論が盛り上がったことを思い出す．

こういったまだ十分わかっていない病態に対しては，多面的

に分析していくことが大切であり，整形外科，脳神経外科，神経

内科，放射線科で 1 つのテーマを掘り下げていく本誌が最も得

意とする分野かもしれない．さらに今回は，越智健介先生に手

外科専門医の視点で，特発性前骨間神経麻痺と特発性後骨間神

経麻痺を通して neuralgic amyotrophy を語っていただき，これ

によってさらに面白く幅広い特集になったと思う．

もう 1 つ感じたのは，末�神経の画像診断についてである．

画像に引っ張られすぎることについては警鐘が鳴らされること

が多いが，画像診断が脊椎脊髄病の診断・治療を牽引してきた

ことには異論がないであろう．特に骨および造影剤によって可

視化できる血管については，CT の進歩が大きく診断能力を向

上させた．さらにはナビゲーションの導入によって手術治療さ

えも様変わりし，骨の画像診断に関しては完成の域に近づいて

きた感がある．脳，脊髄の診断もMRI の進歩に伴い発展を続け

ている．これらに比べると末�神経の画像診断はまだまだとい

う感じがするが，今回は最新の MR neurography やエコーが紹

介されている．これらは今後ますます発展すると予想され，

neuralgic amyotrophy だけではなく，上・中臀皮神経障害やC5

麻痺などの脊椎脊髄領域におけるその他の未解決の病態も解明

してくれることを心待ちにしている．

（根尾昌志）
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